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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

11/25 現在

父島 

100/100 

母島  

100/100 

10月気象状況    （父島）

最高気温   31.1℃ 

最低気温   21.3℃ 

平均気温   26.8℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量   75.5mm

住民基本台帳登録者数（11/1） 

             2,359 人 

             父島      母島   

  人口      1,922 人   437 人 

  世帯      1,026     235 

短期滞在者     17 人      4 人 

ＮＯ．５０６ 

平成1７年(2005) 

12/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 ＴＳＬ就航断念と今後の対応について  
 

ＴＳＬ運航事業に対する東京都の予算措置断念を受けて、国による「公的支援スキームの構築を断念せざるを得ない。」

とのコメントがありましたが、今回の村長出張上京の中においても、そのことが確認されました。大変遺憾ではありま

すが、これによりＴＳＬの小笠原航路就航はなくなりました。 

なお、村の要請を受けて、東京都の参加を得たＴＳＬに関する「説明会」を下記日程で開催する運びとなりました。 

これらを踏まえ、村は交通アクセスの改善、魅力ある村づくり、島内経済の活性化により一層努めてまいりますので、

村民の皆様の更なるご理解とご協力をお願い申しあげます。 

また、「緊急集客対策事業」「金融支援対策」「扇浦宅地分譲地」につきまして、下記のように実施、対応いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 
 

◆説 明 会 の 開 催◆ 
 

ＴＳＬに関する、これまでの経緯と今後の対応について、説明会を下記日程で開催いたします。 

【日時および場所】 

《父島》１２月１７日（土）午後７時００分から  地域福祉センター 多目的ホール 

《母島》１２月１８日（日）午後７時００分から  母島村民会館 体育室 
  

●問合せ先  総務課企画政策室 ２－３１１１ 
 

◆緊急集客対策事業◆ 
 

村では、当初のＴＳＬ就航延期と、ここ数年来の観光客の減少を受けて、緊急集客対策事業を検討してまいりました。

その結果、父島および母島の観光協会、村内観光事業者、小笠原海運等と協力をして、今月から来年３月までの期間限

定で、閑散期向けの格安旅行商品（パッケージツアー）を作り、首都圏を中心とした旅行代理店等で販売することになり

ました。 

販売する旅行商品の概要は、今回、同時配布しておりますパンフレットをご覧ください。また、パンフレットは父島・

母島観光協会、村役場、村役場母島支所でも配布しております。 

１人でも多くの集客を図り、村内経済を活性化させていくために、村民の皆様もＰＲにご協力ください。 
 

●事業実施の問合せ先 産業観光課 ２－３１１４ 

●旅行商品の申込み・問合せ先 東京諸島観光連盟小笠原ツアーデスク ０３－５７７６－２４２２ 

                http://www.tokyo-islands.com/monitortour/ 
 

◆金 融 支 援 対 策◆ 
 

平成１７年４月１日より実施しております金融支援策（利子補給および信用保証料助成）は、既支援決定分と相談も含

む既受付分につきましては、従前の制度により取り扱ってまいります。なお、今後につきましては、村議会や関係機関

等と相談の上、対応を検討させていただきます。 
 

●問合せ先 産業観光課 ２－３１１４ 
 

◆扇浦宅地分譲地◆ 
 

扇浦宅地分譲地につきましては、現在、購入者の意向を個別に伺いながら協議をしております。今後につきましては、

村議会や関係機関等と相談の上、対応を検討させていただきます。 
 

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 
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防
災
行
政
無
線
定
時
放
送
の
開
始 

 
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
こ
れ
ま
で
、
随
時 

放

送
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
12
月
１
日
か
ら
、
父
島
、

母
島
と
も
に
定
時
に
放
送
し
ま
す
。 

な
お
、
臨
時
お
よ
び
緊
急
情
報
に
つ
い
て
は
、
随

時 

放
送
し
ま
す
。 

【
定
時
放
送
時
刻
】 

《
父
島
》
午
前
９
時
、
午
後
４
時
30
分 

《
母
島
》
午
前
８
時
45
分
、
午
後
４
時
45
分 

【
随
時
放
送
】 

《
臨
時
情
報
》 

台
風
情
報
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
時
刻
、

定
期
船
の
運
航
時
刻
の
変
更
、
行
事
等
の
急
な

変
更
・
中
止
な
ど 

《
緊
急
情
報
》 

 
 
 

消
防
団
員
の
召
集
、
地
震
・
津
波
等
の
災
害

情
報
な
ど 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

街
並
み
づ
く
り
モ
デ
ル
助
成 

 

父
島
の
西
町
・
東
町
地
区
の
街
並
み
景
観
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
２
月
か
ら
、
村
民
の
皆
さ

ん
と
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を
取
り
ま
と

め
た
「小
笠
原
ま
ち
な
み
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
検
討
成
果
を
実
際
の
街
並
み
に

反
映
さ
せ
、広
く
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、

村
民
の
方
々
が
行
う
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
に
対
し

て
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

助
成
の
概
要
お
よ
び
説
明
会
の
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

【
概
要
】 

《
対
象
地
区
》
西
町
・
東
町
地
区 

《
助
成
対
象
》
小
笠
原
ま
ち
な
み
景
観
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
村
民
自
ら
が
行
う
街
並
み

景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
取
り
組
み 

《
助
成
金
額
》
１
件
に
つ
き
最
高
10
万
円 

（
複
数
の
ま
と
ま
っ
た
取
り
組
み
に
は
増
額
） 

《
助
成
件
数
》
10
件
程
度 

《
決
定
方
法
》
公
開
の
場
で
応
募
者
か
ら
の
提
案

を
受
け
た
後
、
審
査
の
上
決
定
す
る
。 

【
モ
デ
ル
助
成
の
説
明
会
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（日
）
午
後
７
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・提
案
・相
談
受
付
窓
口 

 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
14
日
（水
） 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

平
成
17
年
分 

年
末
調
整
説
明
会 

 

会
社
や
個
人
で
、
給
与
・
賃
金
、
利
子
・
配
当
、

地
代
・
家
賃
、
報
酬
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、

支
払
調
書
や
源
泉
徴
収
票
の
提
出
の
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
給
与
等
の
支
払
者
は
、
年
末
調
整
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
本
年
の
源
泉
所
得
税
の
主
な
改
正
点
】 

○
老
年
者
控
除
の
廃
止 

○
定
率
減
税
額
の
引
き
下
げ
（
平
成
18
年
以
後
の

所
得
税
か
ら
適
用
） 

○
平
成
18
年
１
月
か
ら
「源
泉
徴
収
税
額
表
」の

改
正 

 ◎
芝
税
務
署
に
よ
る
説
明
会 

 

対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
３
日
（土
） 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
５
日
（月
） 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
内
容
】
年
末
調
整
の
仕
方
、
源
泉
徴
収
票
等
の
作
成 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

芝
税
務
署 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
参
加
者
募
集 

 

村
で
は
今
年
度
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を 

村
役
場
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
母
島

支
所
の
３
か
所
に
設
置
し
ま
す
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
停
止
（心
室
細
動
）な
ど
に
よ
っ

て
自
発
呼
吸
と
意
識
が
消
失
し
た
人
に
対
し
て
、
一

般
の
方
で
も
除
細
動
の
処
置
（電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を
行

う
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
習
会
を
修
了
す
る
と
、

普
通
救
命
技
能
を
有
す
る
者
と
し
て
、
東
京
消
防
庁

よ
り
認
定
証
（３
年
間
有
効
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
１
月
12
日
（木
） 

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
１
月
13
日
（金
） 

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分 

14
日
（土
） 

午
前
９
時
～
正
午 

午
後
１
時
～
４
時 

午
後
６
時
～
９
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方 

 

※
募
集
人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
上
級
救

命
講
習
修
了
者
お
よ
び
消
防
団
員
は
、
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。 

【
定 

員
】
各
回
20
名
（先
着
順
） 

【
申
込
方
法
】 

申
込
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
申
込
先
》 

父
島 

村
民
課
福
祉
係 

（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

母
島 

母
島
支
所 

【
申
込
期
間
】
12
月
１
日
（木
）～
９
日
（金
） 

 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

村
営
バ
ス
年
末
年
始
の
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
12
月
31
日
（
土
）
～
１
月
２
日

（月
）の
間
、
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
日
は
、
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。 

           

※
年
末
年
始
の
運
行
表
は
、バ
ス
停
に
掲
示
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

１
月 ２

日
（
月
） 

１
月 １

日
（
日
） 

12
月 31

日
（土
） 

 

臨
時
ダ
イ
ヤ 

平
日
ダ
イ
ヤ
を 

基
本
に
増
便 

臨
時
ダ
イ
ヤ 

平
日
ダ
イ
ヤ
を 

基
本
に
増
便 

平
日
ダ
イ
ヤ 

扇 

浦 

線 

休
日
ダ
イ
ヤ 

正
午
、
午
後
１
時 

の
便
は
運
行 

休
日
ダ
イ
ヤ 

正
午
、
午
後
１
時 

の
便
は
運
行 

平
日
ダ
イ
ヤ 

循 

環 

線 
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製
造
事
業
所
の
皆
様
へ 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現
在

で
行
い
ま
す
。 

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月
か
ら
来

年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。 

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
４ 

東
京
都
総
務
局
統
計
部
商
工
統
計
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
５
４
４ 

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計
部 

産
業
統
計
室 

０
３
―
３
５
０
１
―
９
９
２
９ 

 

12
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
日
程 

  

第
34
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
、
平
成

18
年
１
月
22
日
（日
）に
開
催
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
（１
月
号
）の
村
民
だ
よ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

                                       

                                       

                                       

 アスベスト（石綿）について 
 

昨今、テレビなどでアスベスト（石綿）による健康被害について盛んに報道されています。その被害の深刻さに村民の

皆さんも不安を感じられているのではないでしょうか。 

そこで、今号の村民だよりでは、アスベストについての基礎知識と村有施設のアスベスト使用状況についてお知らせ

します。 
 

【アスベスト（石綿）とは】 

アスベストは、天然の鉱物繊維で、熱に強く、耐久性に優れ、また、酸やアルカリなどの薬品にも強いなど、非常に

優れた性質を持っています。アスベストは、優れた工業的特性から様々な分野で様々な製品に使用され、特に建材とし

て多くの製品に使用されてきました。 

しかし、その反面、吸引すると肺の組織に刺さり、１５～４０年の潜伏期間を経て、肺がんや悪性中皮種などの病気を

発症するおそれがあります。また、繊維が非常に細かいため、本人が気付かないうちに吸い込んでしまう可能性があり

ます。 
 

【飛散性アスベスト】 

表面にアスベストの繊維が露出しているものを飛散性アスベストと呼びます。その中でも、代表的な吹付け石綿は、建

物の耐火被覆や吸音・断熱材として、昭和３０年ごろから昭和５５年ごろまで広く使用されていました。 

飛散性アスベストは、空気中にアスベストが飛散するおそれがあるため、早急な対策が必要です。 

※一般の住宅に飛散性アスベストが使用されていることは、ほとんどありません。 
 

【非飛散性アスベスト】 

アスベストを使用している製品でも、アスベストがセメントなど他の材料などによって固められているものを非飛散

性アスベストと呼びます。 

非飛散性アスベストは、アスベストが他の材料によって封じ込められているため、通常の状態では、健康への影響は

ほとんどありません。しかし、屋根、軒裏、壁、天井など、様々な製品に使用されており、また、建物の解体や製品の

破損により、封じ込められていたアスベストが飛散する可能性があるため、取り扱いには注意が必要です。 
 

【村有施設の飛散性アスベスト使用状況】 

飛散性アスベストを使用している疑いのある村有施設は下表のとおりです。 

飛散性アスベストを使用している疑いのある４施設については、当該箇所への一般の方の入室を禁止（施錠）し、室内

にアスベストを含む建材が使用されている疑いがあることを表示するなどの対策を取っています。今後、４施設の建材

中にアスベストが含まれているかどうかの検査を専門機関に依頼する予定です。検査結果が出しだい、村民だよりでお

知らせします。 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

●問合せ先 総合相談窓口   総務課総務係 ２－３１１１ 

健康被害について 村民課福祉係 ２－３９３９  アスベスト製品の廃棄について 建設水道課 ２－３１１５ 

≪飛散性アスベストを使用している疑いのある村有施設≫ 

施設名 建物名・使用室名 使用部位・建材名 建築年度 

扇浦浄水場 送水ポンプ棟・送水ポンプ室 天井・ロックウール吹付け 昭和５１年度 

清瀬増圧ポンプ所 清瀬増圧ポンプ所・増圧ポンプ室 天井・ロックウール吹付け 昭和４９年度 

沖村浄水場 管理棟・倉庫 天井・石綿塗り 昭和４７年度 

母島し尿処理場 管理棟・発電機室 天井・ロックウール吹付け 昭和５３年度 
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１　人件費の状況 （平成１６年度普通会計決算）
区　分 歳出額(A)　(千円) 人件費(B) (千円) 人件費比率(B)/(A)

平成１６年度 3,803,740 667,805 17.56%

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

２　職員給与費の状況 （平成１６年度普通会計決算）
給与費 一人当たり給与費

区　分 職員数(A) 給料(千円) 職員手当(千円) 期末勤勉手当(千円) 計(B) (B)/(A)(千円)

平成１６年度 82 272,784 102,915 109,128 484,827 5,913

※公営企業会計の職員給与費は含まれていません。

３　職員の初任給（給料）の状況 （平成１７年４月１日）
小笠原村 国

初任給 採用後２年 初任給 採用後２年

大学卒 170,700 (170,200) 177,400 (176,800) 170,700 (170,200) 177,400 (176,800)

高校卒 138,800 (134,800) 143,300 (142,800) 138,800 (134,800) 143,300 (142,800)

※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職の

　 いずれにも該当しない職員をさします。

※（　　）内は平成17年度給与改定後の金額です。

４　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （平成１７年４月１日）
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 287,600 (286,600) 379,600 (378,600) 38歳2か月

※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の月額を加算したものです。

※（　　）内は平成17年度給与改定後の金額です。

区　　　分 小笠原村 国 区　　　分 平成１５年度 平成１６年度

期末　　1.40月 期末　　1.40月

勤勉　　0.70月 勤勉　　0.70月

期末　　1.60月 期末　　1.60月    普通昇給期間

勤勉 0.70月 (0.75月) 勤勉 0.70月 (0.75月)    (12月)を短縮して 20 22

３月期 ― ―    昇給した職員数(B)

合　　計 4.40月 (4.45月) 4.40月 (4.45月) 比率(B)/(A) 32.26% 35.48%

※（　　）内は平成17年度給与改定後の金額です。

７　特別職の給料・報酬および期末手当の状況 (平成１７年４月１日）
区分 給料・報酬の月額

村　長 650,000  6月期 1.60月

助　役 給　　料 580,000 12月期 1.70月 (1.75月)

収入役 550,000 3月期 ―

議　長 240,000  6月期 1.60月

副議長 報　　酬 195,000 12月期 1.70月 (1.75月)

議　員 176,000 3月期 ―
※（　　）内は平成17年度給与改定後の金額です。

８　一般行政職の級別職員数の状況 （平成１７年４月１日）
区分 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

職務内容 課　　長 課長補佐 係　　長 主　　任 主　　事 主　　事

職員数 13 4 19 13 9 1

構成比 22.03% 6.78% 32.20% 22.03% 15.25% 1.69%

１年前の職員数 14 4 19 11 12 1

1年前の構成比 22.95% 6.56% 31.15% 18.03% 19.67% 1.64%

９　退職手当の状況
普通退職 定年退職

（月分） （月分）

勤続20年 24.25 35.00

勤続25年 32.50 45.50

勤続35年 49.75 59.20

最高限度 59.20 59.20

加算措置 なし

退職時の特別昇給 なし

１０　定員の状況 （平成１７年４月１日）

平成１６年 平成１７年 平成１６年 平成１７年

議　　会 2 2 0 0

総　　務 26 25 △ 1 △ 1

税　　務 4 4 1 0

民　　生 20 19 1 △ 1

衛　　生 13 14 △ 3 1

農林水産 0 0 0 0

商　　工 6 6 2 0

土　　木 8 8 △ 1 0

教　　育 4 4 1 0

小計 83 82 0 △ 1

水　　道 4 4 △ 1 0

その他 2 2 1 0

小　　計 6 6 0 0

合　　計 89 88 0 △ 1

※職員数は一般職に属する職員数であり、東京都派遣職員、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時職員または非常勤職員を除いています。

小笠原村総務課総務係 ２－３１１１

期末手当支給割合

主な増減理由対前年増減数

複合施設担当職員として増員

一般行政職

区分

組織改正に伴う減員

５．一般行政職の期末・勤勉手当の状況 (平成１７年４月１日）

６月期

１２月期

６．一般行政職の昇給期間短縮の状況 

職員数(A)

◇◆◇◆◇ 村職員給与の状況 ◇◆◇◆◇

職員の給与は、村議会の審議を経て、条例で決められています
村民の皆様にご理解をいただく参考として、職員給与などのあらましをお知らせします

区分

6262

支　給　率

組織改正に伴う減員

公営企業等会計

区　　　　分 職　　員　　数

部　　　　門

普通会計

-4-
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小
笠
原
小
学
校
ミ
ニ
音
楽
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

小
笠
原
の
音
楽
教
育
を
応
援
す
る
会
よ
り
、
本
校

に
楽
器
等
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
本
校

の
音
楽
表
現
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ミ
ニ
音
楽
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
15
日
（木
） 

午
後
１
時
15
分
～
２
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
体
育
館 

【
内
容
】
合
奏
、
合
唱
、
八
星
流
太
鼓
な
ど 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

○
受
付
は
体
育
館
玄
関
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
11
月
10
日
～
26
日 

○
国
・
都 

他
関
係
機
関
調
整 

（
Ｔ
Ｓ
Ｌ
関
係
状
況
把
握
・
振
興
策
要
望
等
） 

○
各
会
議
出
席 

他 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
役
場
職
員
人
事 

 

【
採
用
】
12
月
１
日
付 

母
島
支
所 

 

南
雲 

丈
典 

【
退
職
】
９
月
30
日
付 

母
島
支
所 

 

セ
ー
ボ
レ
ー 

亮 

     

小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が

発
生
し
て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防

疫
法
に
よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

         

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pps.go.jp/ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
19
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

高
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
（中
級
） 

 

【
対
象
者
】 

18
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
修
了
程
度
の
方 

【
日
程
・
内
容
】 

 

① 

１
月
17
日
（火
）
エ
ク
セ
ル
関
数
入
門 

 

② 

１
月
24
日
（火
）
エ
ク
セ
ル
マ
ク
ロ 

 

③ 

１
月
31
日
（火
）
画
像
処
理 

 

④ 

２
月    

７   

日
（火
） 

画
像
の
合
成 

 

⑤ 

２
月
14
日
（火
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
Ⅰ 

⑥ 

２
月
21
日
（火
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
Ⅱ 

⑦ 

２
月
28
日
（火
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門 

【
時
間
】
午
後
６
時
～
８
時
（⑦
の
み
９
時
ま
で
） 

【
場
所
】
小
笠
原
高
校 

【
定
員
】
20
名
（
先
着
順
） 

【
費
用
】
２
０
０
０
円
（
教
材
費
を
含
む
） 

【
申
込
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
12
月
22
日
（木
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
校 

２
―
２
３
４
６
（Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
３
４
１
） 

第
３
回 

小
笠
原
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ 

 
 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

  

く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

今
年
も
小
笠
原
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。 

今
回
は
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
部
門
の
２
部
門
で
行
い
、各
部
門
の
優
勝
者
に
は
、

賞
金
３
万
円
と
お
が
さ
わ
ら
丸
往
復
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

が
贈
ら
れ
ま
す
。 

【
応
募
期
限
】 

《
デ
ザ
イ
ン
部
門
》
12
月
23
日
（金
） 

《
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
部
門
》
１
月
31
日
（火
） 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

母
島
観
光
協
会
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

母
島
の
観
光
に
興
味
と
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
仕
事
内
容
】 

母
島
の
観
光
に
関
す
る
窓
口
業
務
、
一
般
事
務

お
よ
び
観
光
に
関
す
る
様
々
な
業
務 

【
応
募
要
件
】 

パ
ソ
コ
ン
（ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）を
扱
え
る
方 

【
採
用
人
数
】
１
名 

【
応
募
期
限
】
12
月
15
日
（木
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
観
光
協
会 

 

２
―
２
３
０
０ 

 

瀬
堀
五
郎
平
氏 

都
知
事
感
謝
状
受
賞 

 

10
月
26
日
、
瀬
堀
五
郎
平
さ
ん
が
高
齢
福
祉
功

績
者
と
し
て
、東
京
都
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
感
謝
状
は
、
瀬
堀
氏
の
永
年
に
わ
た
る
社
会

福
祉
へ
の
貢
献
に
対
す
る
も
の
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

ア
サ
ガ
オ
属
（
あ
さ
が
お
）、

イ
ポ
メ
ア
属
（
さ
つ
ま
い
も
、

こ
だ
ち
あ
さ
が
お
、
ぐ
ん
ば

い
ひ
る
が
お
）、
ヒ
ル
ガ
オ
属

植
物
の
生
茎
葉
お
よ
び
生
塊

根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時 

 
     

～
午
後
５
時
）

時 
間 
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東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（要
予
約
）。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
17
日
（土
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

１
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

１
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
12
月
分
か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
旅
客
運
賃
】
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

《
１
等
》
大
人 

８
４
７
０
円
（
＋
９
１
０
円
） 

小
人 

４
２
４
０
円
（
＋
４
６
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
３
０
円
（
＋
４
５
０
円
） 

小
人 

２
１
２
０
円
（
＋
２
３
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
０
０
円
（
＋
５
８
０
円
） 

小
人 

２
７
６
０
円
（
＋
３
０
０
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
in
お
が
さ
わ
ら 

 

【
い
ち
ば
ん
星
を
み
つ
け
よ
う
！
】 

 

今
、
と
て
も
明
る
い
金
星
を
見
よ
う
。 

《
日
時
》
12
月
７
日
（水
） 

午
後
４
時
～
５
時
30
分 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
年
賀
状
の
達
人
】
※
予
約
制 

 
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
ろ
う
。 

《
日
時
》
12
月
11
日
（日
） 

午
前
10
時
45
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

弁
当
、
ハ
サ
ミ
、
汚
れ
て
も
良
い
タ
オ
ル
・服
装 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
！
】
※
予
約
制 

 

パ
パ
イ
ン
酵
素
の
こ
と
を
知
ろ
う
。 

《
日
時
》
12
月
14
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
内
恵
み
の
像
前 

 

《
募
集
人
数
》
30
名 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

帽
子
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い
く
つ
・服
装 

 

【
リ
ー
ス
作
り
の
達
人
】
※
予
約
制 

 

色
々
な
植
物
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。 

《
日
時
》
12
月
18
日
（日
） 

午
前
10
時
50
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
港
海
岸
バ
ス
停
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

《
持
ち
物
》 

弁
当
、
軍
手
、
植
物
を
切
る
ハ
サ
ミ
、
お
や
つ 

 

【
お
侍
さ
ん
に
な
ろ
う
！
】 

 

小
笠
原
に
い
た 

お
侍
さ
ん
を
知
っ
て
遊
ぼ
う
。 

《
日
時
》
12
月
21
日
（水
）
午
後
２
時
～
５
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

 

【
昔
あ
そ
び
】 

 
 

島
の
昔
の
遊
び
を
し
て
み
よ
う
。 

《
日
時
》
12
月
27
日
（火
）
午
後
２
時
～
４
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
・
中
学
生
対
象
） 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 
 

【
注
意
事
項
】 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
（保

護
者
同
伴
で
見
学
は
で
き
ま
す
。）。 

○
参
加
費
に
バ
ス
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

○
荒
天
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

あ
そ
び
の
達
人
教
室
事
務
局 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

      

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

今
月
は
、
小
児
科
専
門
医
師
が
来
島
し
ま
す
。
都

合
に
よ
り
栄
養
相
談
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、前
日
ま
で
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
９
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

（
受
付
時
間 

午
後
３
時
～
４
時
30
分
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
11
日
（日
） 

午
前
の
部 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

（
受
付
時
間 

８
時
30
分
～
10
時
30
分
） 

午
後
の
部 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

（
受
付
時
間 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

専
門
診
療 

 

今
月
、
診
療
所
で
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
産
婦
人
科

お
よ
び
小
児
科
の
専
門
診
療
を
行
な
い
ま
す
。 

受
診
さ
れ
る
方
は
、
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科 

 

【
日
程
】 

 

《
父
島
》
12
月   

１    

日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

２   

日
（金
）
午
前
・
午
後 

               
  

３  

日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 ◎

産
婦
人
科 

 

【
日
程
】 

《
母
島
》
12
月
10
日
（土
）
午
前 

《
父
島
》
12
月
13
日
（火
）
午
前 

14
日
（水
）
午
前
・
午
後 

15
日
（木
）
午
前 

16
日
（金
）
午
前 

【
受
付
時
間
】
※
耳
鼻
咽
喉
科
・
産
婦
人
科
共
通 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

◎
小
児
科 

 

【
日
程
】 

《
母
島
》
12
月
10
日
（土
）
午
前 

《
父
島
》
12
月
10
日
（土
）
午
後 

【
受
付
時
間
】 

 

《
母
島
》
午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分 

 

《
父
島
》
午
後
３
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 
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― 村民課福祉係 ― 

―  第 ７０ 号  ― 

 
            

今月は、こどもが冬にかかりやすくなる病気の予防と、困ったときの相談窓口をご紹介します。 

･････････････････････････ 冬にはこんな病気にかかりやすくなります ･････････････････････････ 

◆インフルエンザ◆ 
 

通常のかぜよりも高熱が出て、のどの腫れや体 

のだるさが強いのが特徴です。 

子どもの場合は、嘔吐や下痢などの消化器症状が 

起こることもあります。 

     ◆ロタウイルス下痢症◆ 
 

冬の下痢症の８割以上を占めるのがロタウイ

ルスによって起こる下痢症で、白い色の便が出る

のが特徴です。生後半年から 2 歳くらいまでの乳

幼児が感染します。 

･････････････････････････････････････ 予防のためには ･････････････････････････････････････

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

････････････････････････ 子どもに関して「こまった」ときの相談窓口 ････････････････････････ 

子育てをしていると、あらゆることに「こまったぞ」と悩むもの。相談窓口をご紹介いたします。その他、困りごとが

あるときには福祉係  保健師にお気軽にご相談ください。各種電話相談の情報もご用意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イルカの伝言板 

 

 

 

 
 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係 ２－３９３９ 

 

イルカ：今回のゲストは父島保育園の伊藤さんです。伊藤さんの健康法

を教えてください。 

伊藤さん：ハイ、「長湯」です。木工湯玉という桧や青森ヒバでできてい

る入浴剤がマイブームです。木の優しい香りはリラックス効果も大で

すね。湯船にゆっくりとつかり体を温めると、シャワーだけの日より

も質の良い眠りというか、とにかくグッスリと眠れます。昨冬は風邪

が良くなったこともありましたね。 

イルカ：夏の海で泳ぐのも気持ち良いけれど、冬に温かいお湯に浸かる

のも大変心地良いものですよね ! ありがとうございました !! 

 

 

◆うがい・手洗い◆ 
 

「がらがらぺっ」ができる

までは「ぐちゅぐちゅぺっ」

を。温かい飲み物を飲んで

のどを潤すのも感染予防に

なります。うがいや手洗い

はこれからの一生でずっと

身に付けたい生活習慣で

す。まずは大人がお手本を

示しましょう。 

 

◆ワクチン接種◆ 
 

インフルエンザの予防に

はワクチンが一番。１歳未

満の赤ちゃんでは有効性が

低いといわれていますが、

家族がワクチン接種を受け

て、家庭内にインフルエン

ザを持ち込まないようにし

ましょう。 

◆バランスのとれた 

  食事と規則正しい生活◆ 
 

 

免疫力が十分にあれば、

体の中に病原体が入ってき

ても、病気にかからずに済

んだり、かかっても軽く済

みます。免疫力を高めるた

めに良いバランスのとれた

食事や規則正しい生活を心

がけましょう。 

 

◆保温と保湿◆ 
 

ウイルスは温かくて湿っ

たところが嫌いです。お部

屋の温度・湿度と衣服の調

整をしましょう。ただし、

寒いからと服を着込みすぎ

ると、汗をかいてしまい、

逆に体を冷やす原因になり

ますので注意してくださ

い。 

◆乳幼児健診 小児科医 

  による健診・診療◆ 
 

子どもの心身の発達と健

康、育児の仕方、歯の健康、

食事や栄養、母乳に関する

ご相談。定期の乳幼児健診

と、年に２回の小児科医の

健診や専門診療がありま

す。 

 

《問合せ先》 村民課福祉係 
 

 

◆乳幼児心理相談◆ 
 
 

発達や性格、子育て中の

お母さんやお父さんの悩み

事。乳幼児から小学校にあ

がるまでの子どもに関する

相談ができます。年に２回

臨床心理士が来島します。

 

《問合せ先》 村民課福祉係 

 

◆母と子の健康相談室◆ 
 
 

夜間(午後５時～10時)と

土・日・祝日に行っている

電話相談。母と子の健康に

関する不安や悩みに経験豊

富な保健師や助産師がお答

えします。 

 

《電話番号》 ０３-５２８５-８８９８ 

 

 

◆児童相談センター◆ 
 
 

子どもの発達や性格、養

育やしつけのこと、保護者

の病気や出産時の一時保護

の相談もできます。小児科

医、児童心理司、児童福祉

司が年に１回、巡回相談に

来島します。電話相談や上

京時の相談もできます。 
 

《電話番号》 ０３-３２０２-４１５２
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

知
床
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て 

① 
 

今
年
の
７
月
に
国
内
３
番
目
の
世
界
自
然
遺
産
と

し
て
「
知
床
」
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
２

回
に
わ
た
っ
て
知
床
の
世
界
遺
産
の
概
要
と
、
地
元

へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

【
登
録
地
域
の
概
要
】 

《
所
在
地
》
北
海
道
斜
里
郡
斜
里
町
お
よ
び 

目
梨
郡
羅
臼
町
（知
床
半
島
の
一
部
） 

 

《
面 

積
》
７
万
１
千
ヘ
ク
タ
ー
ル 

（
陸
域
４
万
８
５
０
０
ヘク
タ
ー
ル
、 

海
域
２
万
２
５
０
０
ヘク
タ
ー
ル
） 

 

【
自
然
環
境
の
主
な
特
徴
（
登
録
理
由
）】 

 
 

○
生
態
系 

知
床
の
周
辺
海
域
は
世
界
で
最
も
低

緯
度
に
位
置
す
る
季
節
海
氷
域
で
あ
り
、
海
氷

に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
海
洋
生
態
系
と
陸
上
生
態

系
が
連
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
合
生
態
系
を

形
成
し
、
海
と
陸
の
相
互
関
係
を
顕
著
に
示
し

て
い
ま
す
。  

  

○
生
物
多
様
性 

知
床
は
北
方
系
と
南
方
系
の
種

が
混
在
す
る
な
ど
、
地
理
的
位
置
と
多
様
な
自

然
環
境
を
背
景
と
し
て
特
異
な
種
構
成
、
分
布

が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
オ
オ
ワ

シ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
国
際
的
希
少
種
の
重
要

な
繁
殖
地
や
越
冬
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

サ
ケ
科
魚
類
や
ト
ド
・
鯨
な
ど
の
海
棲
哺
乳
類

に
と
っ
て
も
世
界
的
に
重
要
な
地
域
で
す
。 

 
 

な
お
、
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
の
際
に
は
、

自
然
景
観
も
理
由
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
登
録
に
お
い
て
は
以
上
の
２
点
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
小
笠
原
諸
島
も
世
界
自
然
遺
産
の
国

内
候
補
地
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
３
つ
の

基
準
で
適
合
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

①
生
態
系 

海
洋
島
を
特
徴
づ
け
る
独
特
の
島
嶼
生

態
系
を
有
し
て
い
る
。 

 

②
自
然
景
観 

変
化
に
富
ん
だ
景
観
や
美
し
い
海
中

景
観
が
見
ら
れ
る
。 

 

③
生
物
多
様
性 

多
く
の
固
有
種
、
希
少
種
の
生
息

地
。
海
洋
生
物
の
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。 

 【
保
護
管
理
体
制
】 

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
単
に
登
録

基
準
を
満
た
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ

た
っ
て
保
護
す
る
た
め
の
国
内
法
の
仕
組
み
や
管
理

体
制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

知
床
の
登
録
地
域
も
、
知
床
国
立
公
園
や
恩
音
別

岳
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
、
知
床
国
設
鳥
獣
保
護

区
、
知
床
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、法
的
な
自
然
環
境
の
保
護
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
法
制
度
は
、
現
在
、
小
笠
原
で
も
適
用

さ
れ
て
お
り
、
小
笠
原
が
世
界
遺
産
に
推
薦
さ
れ
る

場
合
も
、
こ
れ
ら
の
法
制
度
を
中
心
に
登
録
地
域
の

保
護
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
知
床
で
は
地
元
の
知
床
財
団
を
中
心
に
自

然
環
境
の
調
査
研
究
、自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
、

市
民
参
加
に
よ
る
自
然
復
元
（し
れ
と
こ
１
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
運
動
）、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
適
正
な

利
用
の
検
討
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
17 

「父
母
交
流
」 

 

先
月
、
父
島
で
ス
ポ
ー
ツ
の
父
母
交
流
大
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
イ
ル
カ
の
世
界
で
も
父
母
交
流
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

写
真
の
イ
ル
カ
は 

個
体
識
別
番
号
＃
69

で
、
尾
ビ
レ
と
背
ビ

レ
の
複
雑
な
欠
損
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

調
査
を
は
じ
め
た
２

年
前
か
ら
父
島
周
辺

で
頻
繁
に
確
認
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、今
年
９

月
７
日
に
母
島
へ
調

査
に
行
っ
た
と
き
、

母
島
の
鰆
根
付
近
で

こ
の
イ
ル
カ
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
「し
ば
ら 

く
母
島
で
暮
ら
す
の

か
な
？
」と
思
っ
て
い
た
ら
、そ
れ
か
ら
約
１
か
月
半

後
の
10
月
27
日
、
今
度
は
再
び
父
島
周
辺
で
こ
の

イ
ル
カ
を
確
認
し
ま
し
た
。 

イ
ル
カ
の
世
界
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
父

母
間
を
移
動
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

人
間
と

同
じ
よ
う
に
、
は
は
じ
ま
丸
と
同
じ
経
路
を
使
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

興
味
は
絶
え
ま
せ
ん
が
、今

後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

◎
第
９
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定
講
習
会 

 

【
日
時
】
12
月
27
日
（火
） 

 
 

昼
の
部 

午
後
２
時
～
５
時 

 
 

夜
の
部 

午
後
６
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ 

【
内
容
】
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
、 

小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上
の
方 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
飲
み
物 

【
申
込
期
限
】
12
月
26
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
54 

 

― 

二
見
湾
内
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
浜 

― 
 

今
年
は
、
年
明
け
早
々
交
尾
中
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

が
目
撃
さ
れ
、
産
卵
も
早
く
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、早
く
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
の
か
と
思
い
き
や
、

交
尾
も
産
卵
も
例
年
よ
り
長
く
続
き
、
11
月
に
な
っ

て
も
ま
だ
稚
ガ
メ
を
確
認
す
る
な
ど
、
ほ
ぼ
通
年
カ

メ
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
年
で
し
た
。
ま
た
、

今
年
の
産
卵
巣
数
は
、
過
去
の
記
録
を
大
幅
に
更
新

す
る
も
の
で
、
産
卵
ピ
ー
ク
時
に
は
、
母
ガ
メ
に
遭

遇
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

父
島
列
島
で
は
、
33
浜
で
調
査
を
行
い
、
１
２
０

２
の
産
卵
巣
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
全
体

の
36
％
を
占
め
る
４
３
６
巣
が
、
二
見
湾
内
の
10

浜
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

例
年
の
記
録
で
は
、
産
卵
巣
数
が
多
い
浜
の
上
位

は
、
初
寝
浦
海
岸
、
北
初
寝
浦
海
岸
が
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
、
上
位
に
二
見
湾
内
の
松
山
海
岸

と
大
村
海
岸
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

                

松
山
海
岸
は
、
扇
浦
と
洲
崎
の
間
に
位
置
し
、
海

か
ら
見
る
と
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
が
並
ん
だ
横
幅
の

あ
る
海
岸
で
す
。
豆
腐
岩
が
手
前
に
あ
り
、
波
乗
り

産卵浜    産卵巣数            

 

初寝浦海岸  163巣 

松山海岸   137巣 

北初寝浦海岸 120巣 

大村海岸   117巣            
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の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
向
き

の
日
当
た
り
の
あ
ま
り
良
く
な
い
海
岸
で
す
が
、
砂

の
粒
が
大
き
い
た
め
か
カ
ニ
に
よ
る
食
害
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
カ
ニ
の
食
害
に
よ
り
２
～
３
割
の
卵
し
か

ふ
化
し
な
い
初
寝
浦
や
北
初
寝
浦
に
比
べ
て
、
大
変

高
い
ふ
化
率
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
松
山
海
岸
で
は
、
浜
の
奥
の
方
で
産
卵
す

る
こ
と
が
多
く
、
高
波
に
よ
る
水
没
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
仮
に
波
を
か
ぶ
っ
た
り
、
大
雨
で
山
側

か
ら
水
が
流
れ
た
と
し
て
も
、
砂
の
粒
が
大
き
い
た

め
水
は
け
も
よ
く
、
水
没
を
免
れ
る
確
率
が
高
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
に
あ
る
大
村
海
岸
の
産
卵
巣

数
は
、
北
初
寝
浦
の
次
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

存
知
の
通
り
、
こ
こ
で
は
街
灯
の
光
害
に
よ
り
ふ
化

し
た
稚
ガ
メ
が
惑
わ
さ
れ
る
た
め
、
外
敵
が
な
く
、

ふ
化
率
の
高
い
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
で
保
護
し
、

自
然
に
近
い
形
で
宮
之
浜
か
ら
放
流
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、松
山
海
岸
と
大
村
海
岸
は
、

小
笠
原
で
最
も
多
く
の
稚
ガ
メ
を
生
み
出
し
て
い
る

重
要
な
浜
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

二
見
湾
内
は
、
船
舶
の
交
通
量
も
多
く
、
ボ
ー
ト

の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
よ
り
甲
羅
を
破
損
し
た
カ
メ
が
海

洋
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
比
較
的
ア
ク
セ
ス
が
簡
単
な
た
め
、
人
間
と

の
接
触
が
避
け
ら
れ
な
い
浜
も
あ
り
ま
す
。 

各
浜
の
産
卵
巣
数
は
、
浜
の
環
境
や
、
親
ガ
メ
の

回
帰
年
数
な
ど
に
よ
り
、
年
変
動
を
起
こ
す
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
必
要
で
す
。 

※
前
号
で
は
、
父
島
列
島
の
総
産
卵
巣
数
は
１
１
７

１
巣
と
ご
報
告
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
11

月
ま
で
調
査
は
続
き
、
見
逃
し
た
産
卵
巣
の
ふ
化

跡
を
各
浜
で
探
し
た
と
こ
ろ
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
産

卵
巣
の
合
計
は
１
２
０
２
巣
と
な
り
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 
 

                               

 

地産地消のすすめ 
 
 

地産地消推進の取り組みを始めた目的の一つとして、ＴＳＬの就航に備え、持続してお客様を迎えるための受け入れ

態勢づくりがありました。そこで、推進会議では来島されたお客様が満足して帰ってもらうには島の食材を提供するこ

とが不可欠と考え、お客様を迎える側のもてなしの心構えなどを把握することから始めました。具体的な取り組みとし

ては、市を開催するなど小笠原の地産地消はどうあるべきか試行錯誤を繰り返してきました。 
観光立島を掲げる小笠原にとって観光客の集客対策は永遠の命題であり、ＴＳＬの就航がなくなったからといって地

産地消の推進の取り組みを緩めるのではなく、こういうときこそ村民の皆さんと一緒になって、より一層、地産地消の

推進に力を注がねばと意を強くしているところです。 
 
《小笠原らしい市を開催しました》 

 

１０月３１日の午後４時から６時まで、パパイヤマート横の敷地で小笠原らしい市を開催しました。 
今回の市は、農産物も揃えることができ、また、市の開催は今回で３回目になるため、市に対する皆さんの認知度も

上がっていると考えられ、多くのお客様が集まるものと期待をしていました。 
しかし、当日はあいにくの悪天候で、特に販売時間の夕方は風雨ともに強く、売り場も縮小したため、残念ながら予

想どおりとは行きませんでした。 
海産物と農産物を揃えた「小笠原らしい市」が村民にどう受け取られるのか、今後もこの企画を継続する予定です。 

 
《「島の料理法」 常時募集中》 

 

昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみんなで守り伝えていきましょう。 
口述でも構いません。特にご年配の方からの情報をお待ちしています。 

 
 

●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内）２－３１１１ 
 

◆ 青パパイヤのタイ風サラダ ◆ 
 

《作り方》 
 

① 青パパイヤの皮をむいて４つ割りにし、種子を取り除き、千切りにする。
 

② 大きめのすり鉢に皮をむいたニンニク、刻んだとうがらし、①のパパイヤ

  を少し入れ、すりこぎでたたきつぶす。 
 

③ ②の中に残りのパパイヤ、サキイカ、ライムのしぼり汁、ナンプラー、化

学調味料を入れ、スプーンとすりこぎで軽くたたきながら混ぜ、なじませ

る。（パパイン酵素が働くので、食べる直前に混ぜ合わせたほうが良い。）
 

※サキイカのほか、サクラエビや、ちりめんじゃこなどを入れても良い。 

《材料》２～３人前 
 

Ａ：未熟青パパイヤ    大１個または

             中２個 
Ｂ：生とうがらし     ２～３個   

Ｃ：ライムまたはレモン  １００ｇ 

Ｄ：ニンニク        １片 

Ｅ：サキイカ       １００ｇ 

 （１本を４つ程度に短く切っておく） 

Ｆ：ナンプラー      ２０～３０cc

Ｇ：化学調味料      少々 

ダイエット食品として人気急上昇中のパパイヤを使ったサラダ 



耳鼻咽喉科専門診療（父島 ～3） 入港日 施　設

定期予防接種（毎月の予防接種） 東京三弁護士会による法律相談（母島）  月　日

１２／２８（水） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

入港日 ＴＳＬに関する説明会（父島） ２９（木） 休 休 休 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

東京三弁護士会による法律相談（父島） ３０（金） 休 休 休 平常どおり 全域収集 平常どおり 平常どおり

年末調整説明会（母島） 高校図書館開放 ３１（土） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

パスポート交付（父島） １／１（日） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

高校図書館開放 ＴＳＬに関する説明会（母島） ２（月） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

街並みづくりモデル助成説明会 ３（火） 休 休 休 平常どおり 休 休 休

パスポート交付（母島） ４（水） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 全域収集 平常どおり 平常どおり

フリーマーケット（父島） 出港日　　　　母島巡回労働相談

出港日 施　設

年末調整説明会（父島）  月　日

１２／２８（水） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

２９（木） 休 休 休 平常どおり 休

村立学校・高校終業式 ３０（金） 休 休 休 休 休

父島ノヤギ駆除 粗大ごみ収集（母島） ３１（土） 休 休 休 全域収集 休

高校コンピュータ講座申込締切 １／１（日） 休 休 休 休 休

２（月） 休 休 休 休 休

入港日 ３（火） 休 休 休 休 休

入港日 小笠原Tシャツデザインコンテスト ４（水） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

乳幼児健診・歯科健診（母島） デザイン部門応募締切 　父島・母島：コンテナ回収物（金属類、空き缶、空きびん、ペットボトル、有害物、危険物）

AED講習会申込締切

高校図書館開放

産婦人科専門診療（母島）

小児科専門診療

高校図書館開放
出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 平成17年度 固定資産税第3期納期限

OWAインタープリター更新講習会

出港日 OWAインタープリター新規講習会

村議会定例会（～14） ビジターセンターお正月展開始

産婦人科専門診療（父島 ～16）

村民意見・提案・相談・受付窓口

入港日

小笠原小学校ミニ音楽会

母島観光協会アルバイト応募締切 カウントダウンフェスティバル（父島）

23 金

24

年末年始の村役場・村営施設の業務日程

村役場 診療所
地域福祉
センター

奥村運動場
扇浦交流
センター

焼却ごみ
収    集

資源回収物
（コンテナ）

父島クリー
ンセンター

（持ち込み含む）

父 　　　　島

ごみ収集
資源回収物
（コンテナ）

村民会館
評 議 平
運 動 場
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母　　　　　島

18 日

土17

母島支所 診療所
5 月

20 火

・年末年始の村役場・村営施設の業務は上記一覧表のとおりとなります。

・診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。土
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　母島：ごみ収集（生ごみ、焼却ごみ）

日25

21 水

水

行　事 予　定日付 曜日

1 木

日付 曜日 行　事　予　定

16 金

7

月

日

10

金

11

8 木

9

12

金2

6 火

4 日

3 土

★★ クリスマスツリー点灯 !! ★★

木15

火

30 金

26

13

31 土

火

14 水

　クリスマスと新年を祝うため、１２月１日から大神山
公園お祭り広場でクリスマスツリーを点灯します。

【点灯期間】 １２月１日～１月４日
【点灯時間】 午後５時～１１時
《お願い》
　ツリーの設置箇所は危険です。立入禁止場所に
入ったり、照明器具などに触れたりしないでください。
　また、周辺で騒音を立てるような迷惑行為はおやめ
ください。
　楽しいクリスマスと新年を迎えられるよう、皆さんの
ご協力をお願いします。

●問合せ先　村役場産業観光課　２－３１１４

木

28 水

29

19 月

22 木

土

月

27

天皇誕生日


